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	応用
	抗原情報
	背景
	Rsk1は、Rsk1、Rsk2、およびRsk3を含む90kDaリボソームタンパク質S6キナーゼファミリーのメンバーです。これらは、細胞外シグナル調節タンパク質キナーゼErk1およびErk2を含む、分裂促進刺激に応答して活性化される、広く発現しているセリン/スレオニンタンパク質キナーゼです。Rsk1は、in vitroおよびin vivoでMAPKによってリン酸化を介して活性化されます。活性型Rskは、核に移行し、c-FosおよびCREBをリン酸化することにより、転写制御において主要な役割を果たすと考えられます。RSKタンパク質は、疎水性モチーフを含むリンカー領域によって分離された、C末端キナーゼドメインとN末端キナーゼドメインの2つの独立したキナーゼドメインを有します。RSKは、成長因子、ホルボールエステル、cAMP、熱ショック、放射線照射など、多くの刺激によって活性化されます。
	研究分野
	mTORシグナル伝達経路
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト食道扁平上皮癌 (A)、結腸腺癌 (B)、肝癌 (C)、皮膚癌 (D)、乳管腫瘍 (E)、および脳腫瘍 (F) の免疫組織化学分析。RSK1 マウス mAb と DAB 染色を使用して核局在を示しています。
	

	RSK1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト小腸組織の免疫組織化学分析。

